
 

 

 

 

 

エコ・リサ研修見学会報告 

報告：ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク（狭山市）近藤彰男 

 

 ◆温暖化対策の観点から参加 

今回は、生ごみリサイクルの研修見学会

を企画していただき、誠にありがとうござ

いました。 

小生は温暖化対策分科会で活動しており、

温暖化対策の観点から本見学会に申し込み

ました。 

見学結果は、すばらしい取り組みで、温

暖化対策からも有効であることが分かりま

した。 

 

◆生ごみリサイクルが温暖化対策になる理

由 

既にご存知の方が多いと思いますが、狭

山市の実状を踏まえ簡単に説明します。 

狭山市では、もえるごみに入っている生ご

みの水分が年間約9,100トン（小学校のプー

ル約２４杯分）になり、すべて燃やすこと

になります。 

生ごみのリサイクル量が増えれば、水分

の多い燃やすごみが減り、燃料の節約で二

酸化炭素排出量も減少し、温暖化対策にも

なるからです。 

＜参考データ＞狭山市（平成26年度） 

人口：約15万4千人強、 

ごみの年間排出量：44,704トン 

内、もやすごみ：72.2％ 

リサイクル生ごみ：0.5％ 

※平成22年頃、家庭系もやすごみ中の生ご

み比率の調査をした結果は48.39％でした。 

また、一般的に生ごみの水分量は約80％と

言われています。家庭系ごみの比率は8割弱

です。 

なお、狭山市では生ごみのリサイクルも

行っていますが、平成 26年度で 210トンと

少ないです。これは、行政側では処理委託

費用が高いこと、市民側では核家族化と高

齢化により、世帯あたりの出す量が減り指

定日に出す手間が煩わしくなっているため

があると考えられます。 

 

 ◆神立資源リサイクルセンターを見学◆ 

8月27日（木）、バスツアーで土浦市東中

貫町にある日立セメント（株）神立資源リ

サイクルセンターに着いた。 

敷地３万ｍ2の中 

で、先ず目につくの 

は高い煙突のある 

エコプラント（右： 

焼却施設）。 

但し、今回の目的は生ごみの処理プラン

トであるバイオプラントなので、遠くから

眺めるだけ。バスが駐車したところが、バ

イオプラントの傍であった。外から見ると、

何の施設か分からないが、わずかに生ごみ

らしき臭いが感じられた。 
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（上：生ごみ処理施設） 

◆土浦市環境衛生課から説明いただく 

会議室に案内され、土浦市環境衛生課ク

リーン推進係の方から「ごみ減量とリサイ

クル推進に向けた取組」について説明いた

だいた。 

土浦市の人口14万4千人強で狭山市と似

た様な規模であることを理解した。 

平成 27年 4月から全地区で生ごみの分別回

収を、可燃ごみと同じ収集日／場所で置き

分けをする形で開始したとの説明があった。

収集計画量が 4,673 トンに対し、見込みは

5,474 トンということで順調に推移してい

る。これは、3年間の準備期間中の自治体と

住民の努力があったことと、後述の日立セ

メント（株）のバイオプラントという新規

事業の連携がうまくいったからと思われる。 

現在の生ごみ持込量は平均すると、1日で19

トン、1ヶ月で520トン位とのことで、年間

210トンの狭山市と比べると雲泥の差があ

る。 

狭山市の場合は、個人宅別生ごみバケツ

を出し、「生ごみ」だけを収集してもらい、

空になったバケツは個人宅に持ち帰ってい

る。 

それに対し、土浦市の生ごみ分別回収は

画期的である。それは、専用の黄色ポリ袋

に入れて、そのまま出せることである。   

また、水分吸収用に新聞紙が入っていても

大丈夫ということである。 

この土浦市の仕組みは非常にシンプルで、

家庭でも取組みやすく、学ぶべきところが

ある。 

但し、ポリ袋や新聞紙を使うことができ

るのは、日立セメント（株）のバイオプラ

ントで自動分別回収ができるからであり、

同様なバイオプラントの誘致ができないと

絵に描いた餅になってしまうところが難し

い。 

◆神立資源リサイクルセンターのビデオ案

内 

日立セメント（株）神立リサイクルセン

ターからは施設の案内ビデオを放映いただ

き説明を受けた。バイオプラントは平成24

年3月竣工。 

土浦市が生ごみの分別回収を、自発的に

手を上げた３町内でモデル事業として開始

したのが平成27年7月で見事にリンクして

いる。 

処理能力は150トン／日との話。前の段で

土浦市の持込量は19トン／日とのことで、

処理能力の約13％弱を委託していることに

なる。このことは、一自治体だけでバイオ

プラントを作るのは採算が難しいことが想

像される。 

日立セメント（株）は平成19年にバイオ

プラントの検討を開始したと話していた。

新規事業を模索している中で、平成19年6月

の食品リサイクル法改正が後押しした様で

ある。 

ちなみに、バイオプラントでは消費期限

切れの食品廃棄物（固形＆飲料）や製造残

渣の受入量が多くを占めている。 

竣工して丸 3 年が経ち、採算が取れている

とのことで、成功事例の１つと考えられる。 

 

http://www.chinrai.co.jp/index.html
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◆エコプラントについて 

バイオプラントの中身に入る前に、焼却

施設がなぜ「エコプラント」と呼ばれるか

を理解した。 

①焼却炉の燃料は通常重油等を外部から購

入している。ここではバイオプラントでで

きた「バイオガス」をパイプで連結して燃

料にしている。 

②また、焼却熱を利用してボイラーを熱し、

できた蒸気をパイプでバイオプラントに戻

し、蒸気で発電機（160kw）を動かして電気

の一部供給を行っている。 

この様に「エコプラント」と「バイオプ

ラント」が隣接するメリットを最大限に活

かしてエコしていることから命名されたと

思われる。 

 

◆バイオプラントについて 

バイオプラントの中は残念ながら見せて

貰えなかったので、バスに乗りながら施設

の周りを一周した。食品廃棄物のトラック

搬入があり、搬入だけは見ることができた。

臭いの拡散がしない様に通常は搬入口シャ

ッターを閉めていた。 

ビデオ案内では個別工程の映像があり、

大枠は理解できた。 

ポイントの１つは生ごみの搬入がポリ袋

に入れて良い、新聞紙があっても良いとい

うことであろう。搬入生ごみは破砕機にか

けられた後、選別機にてプラスチック等と

生ごみが分別できる様になっている。この

仕組みが成功の大きな要因と考える。 

ポイントの2つ目、水熔物は可熔化槽⇒メ

タン発酵槽⇒乾燥機⇒堆肥化発酵槽を通し

て堆肥を作っており（能力５トン／日）、

そこで使用する電気はエコプラントで発生

した蒸気を使った発電機の電気である点で

ある。 

ポイントの３つ目は選別機を通った後の

選別残渣はエコプラントに送られ焼却して

しまうこと。焼却灰はセメントの原料にで

きるのでリサイクル率がかなり良くなる。 

全体が効率的に設計され、優れた施設とい

うことを実感した。 

 

◆最後に 

土浦市の生ごみ分別回収がうまく行った

背景が良く分かってきた。土浦市の取り組

みと日立セメント（株）の取り組みがうま

くマッチングしたことも大きな要因と感じ

た。 

残念ながら、狭山市単体で取り組むことは

難しく、同様な新規事業者が出てくること

を待ち望んでいるだけでは進まない。 

今後も生ごみの堆肥化の成功事例を調査し

ながら、模索を続けていけたらと思う。 

あらためて、企画いただいた埼玉エコ・リ

サイクル連絡会と土浦市環境衛生課と日立

セメント（株）の方々に御礼申し上げます。 

今後ともご指導のほど宜しくお願いいたし

ます。 

◆参考資料 

１．土浦市説明資料（OHP用コピー） 

２．神立資源リサイクルセンターパンフレット 

及び同上センターのWeb 

http://www.hitachi-cement.co.jp/krc-bio.html 

３．土浦市★生ごみ分別収集MOVIE（音声付） 

https://www.youtube.com/watch?v=2hIGiEFVSxs 

http://tera-jpn.or.jp/index.html


 読売旅行「あなたの街から」いい旅 いつも これからも 

さいたま営業所 ☎048-640-4343      ＦＡＸ048-644-7674 

☛ タカノフーズ㈱ 
工場見学の感想 
      

NPO有機資源循環ネットワーク  

林 恒男 

 

環境の取組みで、廃棄物対策については、

HP 上も含め皆無です。代表あいさつでは、

「近年、地球レベルで環境問題などが深刻

化し、自然との調和が注目される中で、あ

らためて自然食品の価値が見直されている

時代にあると思います。」としています。 

＊水戸工場 

 ・原料：大豆 60トン/日の残渣 対策 

 ・正味期限切れ返品処理 対策 

 ・延べ社員 400名分の食堂残渣 対策 

 ・その他廃棄物 対策 

業界のリーディングカンパニーとして、

排出者責任を明確化し、ゼロエミッション

への取組に期待している所ですが、上記の

関心事については、やはり面談した上でな

いと情報開示は期待薄と思います。 

 

☛ 日立セメント㈱見学の感想 
 ・土浦市のゴミ分別で「ビニール袋に新

聞紙に包んだ生ごみ回収」方式は日本

でも最初の例かと思います。これまで

の行政の生ごみ分別は、「バケツに生ご

みのみ回収」が主流です。 

   土浦市が、この方式を採用したのは、

日立セメントのメタン発酵装置の受け

入れ態勢にあることが容易に想定され

ます。前処理として「樹脂＋紙＋生ご

み」の自動分別が可能となっているか

らです。しかし、その代償として処理

価格 24円/kgとなっています。 

 

 

 

 

・堆肥関連事業を長年携わってきた経験

からすると、メタン発酵槽から引抜きさ

れた残渣を堆肥化（3～5トン/日）して

いますが、流通が困難であると想定され

ます。 

 ・水処理は、膜式を採用していますが、

これはランニングコストに大きな負荷

となっており、全体事業の採算性の足

かせとなると思われます。国内で見ら

れるメタン発酵の挫折は、この排水処

理のランニングコストです。 

 ・設計ではメタン発酵槽の処理日数が 20

日間となっていますが、これでは処理

量 136 トン/日に対して 1,800m³×2 基

となり、ランニングコストにも負担と

なっています。 

 ＊設備費は助成金が 1/2 以上使用されて

いると思われので、イニシャルコスト

の言及はしなかったものの、同じ設計

仕様では水平展開は困難であると思わ

れます。 

※近年の情報 

 ・新たなメタン発酵システムは、発酵槽

での滞留時間が 24時間であり、又排水

処理では、日立の通過膜方式ではなく、

接触膜式の活用により、全体として 1/2

～1/3 以下のランニングコストが実現

されています。 

 ・湿式のメタン発酵に対して、乾式の熱

分解油化装置は事業性がある所まで技

術が進歩しています。 

http://www.yomiuri-ryokou.co.jp/


資源循環推進課コーナー 

食品ロスの削減 ～平成 27 年度の事業実施状況～ 

 

環境省から平成24年度の全国の食品ロス

は、推計で 642 万トンと発表されました。

全国の米の生産量が 860 万トンですから、

相当量の食品が捨てられています。 

 そこで県では食品ロス削減の取組として、

「食べきりＳａｉＴａＭａ大作戦」の推進

やフードバンク活動の支援を行っています。 

  

１．食べきり SaiTaMa大作戦の推進 

 

【親子エコ・クッキング教室】 

 食品ロスのおよそ半分は家庭から発生し

ており、家庭での取組により減らすことが

できます。その一つとして、”もったいない”

を意識して、買い物や料理など日頃の生活

を見直すきっかけにしてもらおうと「親子

エコ・クッキング教室」を開催しました。

東京ガスキッチンランド（浦和・大宮）の

御協力をいただき、７月 28・29 日、８月５・

６日の４回で県内の小学生とその保護者 37

組 74 名の参加がありました。 

 野菜の皮むきをやめたり、へたの取り方

を工夫したり、食べられる量だけ盛り付け

ることにより、食品ロスが減らせることを

勉強していただきました。「調理方法で生ご

みを減らせることが分かった。」などの感想

も寄せられ、理解が深まったようです。 

 

【学生ボランティアと協働したイベント】 

 昨年度の県政世論調査で、20 代の若者は

食品ロスの認知度が低いことが分かりまし

た。県では、公立大学法人埼玉県立大学（越

谷市三野宮）の先生方に協力していただき、

「食品ロス問題を啓発する若者向けイベン

トの必要性」を講義しました。その結果、

６名の学生から趣旨に賛同いただき、同大

学の学園祭（10 月 24・25 日開催予定）で

学生主体のイベントを行うことになりまし

た。 

 現在、学生の皆さんはイベント内容を精

査しています。フードドライブ※の実施など、

楽しみながら食品ロス問題を啓発するイベ

ントとなるよう検討中です。 

 これについてはマスコミの取材を受けて

おり、多くの県民に食品ロスについて考え

ていただくイベントになるよう期待してい

ます。 

 皆さんも是非この学園祭に足をお運びい

ただけると幸いです。 

※フードドライブとは、家庭に眠っている賞味期

限前の缶詰やレトルト食品、インスタント食品な

ど、長期保存が可能な食品をイベント会場などに

持ち寄っていただき、フードバンクなどに寄附す

る活動です。 

 

２．フードバンク活動を支援  

【災害備蓄品の寄贈】 

 県危機管理防災センターで保管していた

災害備蓄品のうち、賞味期限が近づいた食

料・飲料水を県内で活動しているフードバ

ンク埼玉（さいたま市常盤６丁目）に寄贈

しました。アルファ米約 5,500 食、パンの

缶詰約 1,300 食、２リットル入り飲料水約

4,700 本が廃棄されず有効活用されました。

フードバンク埼玉から食料の提供を受けた

県内市町村の福祉担当課や社会福祉協議会

が、当座の食事に困っている生活困窮者に

無料で配布しています。 



        税理士法人 T&M ソリューション  

         毎月第２水曜日は「税の無料相談日」 お気軽にお問い合わせください！ 

               お問合せ ☎０３－５８２９－９６６４    E-mail  info@tms.or.jp 

埼玉県のごみの量  ～環境省データより～ 

平成 18 年度から 25 年度までの 1 人一日あたり（単位ｇ） 

 

埼玉県民がどの位ごみを出し、ど

の位焼却しているのか？環境省のデ

ータをもとにして計算してみました。 

平成 25 年度の平均では１人一日

当たり 908ｇで、そのうち焼却され

た量は 687ｇでした。（右のグラフ）

最近は少しずつ減っています。 

環境省で扱っているごみとは、リ

サイクルされているビンや缶類、紙

や布類などもごみ扱いになっていま

すので、ごみとは直接最終処分して

いるごみと焼却ごみを私たちは考え

ています。 

そこで、目安として焼却ごみにつ

いて細かく推計してみました。 

 

焼却ごみの内容は左のグラフのようになっ

ており、1人一日あたりでは紙・布類が 194ｇ、

プラスチックやビニール、皮革類が 108ｇ、木、

竹、わら類が 76ｇ、厨芥類（生ごみ）が 288

ｇでした。 

これは焼却場のデータをもとにした推計値

ですので、皆さんが毎日これだけのごみを出

している訳ではありませんが、焼却場で厨芥

類と呼んでいるいわゆる生ごみが半分くらい

あります。 

 生ごみは水分が多くそのままでは燃えませ

んので、大変なエネルギーをかけて燃やして

いることになります。 

 



 街を遊ぶ！食べる！極める！www.townnavi.info/saitama  

         

 司法書士竹内啓修事務所  

     お問合せ ☎０４８－９６３－６０５５    不動産・商業登記全般 

各自治体ごとの焼却ごみの内容（推計値）を計算し、グラフにしました。 

 内容は量とともに自治体ごとに大変違っていて、それぞれの自治体の取り組みが良く判り

ます。 

さていかがでしょうか？ 

皆さんのお家でリサイクルしたり、たい肥にしたりして減らせるものはないでしょうか？

参考にして考えてください。 

（ごみを知ろう委員会中澤啓子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.townnavi.info/saitama


 

 

 

 

産業廃棄物のことなら何でもご相談下さい。 

ウム・ヴェルト株式会社 ☎0280－23－2641                          

                

地域の活動報告    

平成 27 年度 環境ネットワークよしかわの取り組み テーマは生ごみ削減 

環境ネットワークよしかわは市内の環境

団体 16 団体と個人 8 名、企業などのネット

ワーク組織です。環境教育や緑化事業、啓

発事業など、様々な活動を行っています。 

今年度は、吉川市との協働事業で生ごみ

段ボールコンポストの取り組みをしていま

す。昨年からのアピールが功をなし、7 月

に募集を開始して数週間で 100 名の申込み

が一杯になるという快挙を成し遂げました。 

スタート集会としてのエコ･リサの大前さんによる講座は、大変好評で、皆さん勇んで段

ボールコンポストに取り組みを始められました。 

開始 3 ヵ月後の 10 月 10 日（土）には「段ボールコンポストでできたたい肥の使い方」

の講座を開催します。来年度初めには、どれだけのごみ減量が実現できたのか報告できるの

で、楽しみにしていてください。            （エコ・リサ会員 岩田京子） 

 

講演会のご案内 

テーマ「ドイツ・欧州の環境事情」 

～廃棄物リサイクルと脱原発（/自然エネルギー）を中心に～ 

講師 ドイツ（欧州）環境規制調査   望月浩二氏 

日時：11月 19 日（木）午後 2時 30分～4時 30分（受付 2時 15分～） 

会場：大宮ソニックシティビル ９０１会議室  ※詳細は、同封のチラシをご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊エコ・リサ会員の方にエコ・リサ通信の今後の配信方法についてのお願い＊＊ 

事務作業、省コストの点からｍａｉｌ配信への移行をすすめております。 

メール配信希望の方はホームページお問い合わせから「エコ･リサ通信ｍａｉｌ配信希望」と

して氏名・アドレスの連絡をお願いします。 

氏名             アドレ  

編集後記：各地域の環境活動をどんどんご紹介したいので、ぜひ活動 PR

文を寄稿してください。どうぞよろしくお願いいたします。（大前） 


